
 

 

 

 

□１、合理主義を啓蒙
けいもう

した先人たち。 

→人々に新しい知識を与え、教え導くこと 

 

□２、彼は世間ずれしているから油断できない。 

→世間にもまれて、悪賢くなること 

 

□３、彼の闊達
かったつ

な気性はリーダーにふさわしい。 

→小さいことにこだわらず、大らかな様子 

 

□４、目標が明確になり、俄然
が ぜ ん

やる気が出てきた。 

→物事が急に変化する様子 

 

□５、ここで逃げれば負けるのは自明
じ め い

の理
り

だ。 

→説明するまでもない明らかな道理 

 

□６、この開発では弊害
へいがい

が多く発生する。 

→あることが影響で起こる害 

 

□７、児童期はメタ認知が発達する時期である。 

→自分を客観視したり、結果を予測したりすること 

 

□８、うまくいかず焦燥
しょうそう

に駆
か

られる。 

→あせっていらだつこと 

 



 

□９、彼女のところに行くのは敷居
し き い

が高い。 

→都合の悪いことがあって、その人のところに行きづらい 

 

□10、変化のない練習に倦怠
けんたい

を覚える。 

→飽きて嫌になること 

 

□11、仲間を裏切りながら顔を出すとは鉄面皮
てつめんぴ

もいいところだ。 

→恥知らずであつかましいこと 

 

□12、気を抜かないように手綱
た づ な

を締
し

める。 

→他の人のゆるんだ気持ちを引き締める 

 

□13、横着して手抜きをした工事。 

→ずうずうしく怠けること 

 

□14、薬で血管を収斂
しゅうれん

させる。 

→いくつものものが一点に集まること 

 

□15、彼女の突飛
と っ ぴ

な発言にはびっくりする。 

→常識では考えられないほど変わっている様子 

 

□16、この大会には有名なジンクスがある。 

→縁起のよい(悪い)ものやことがら 

 

 

 


